
 
 
 
 
 
 
 

4. 鳥類調査  
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に昆虫類等を餌とします注 1)。 

オオヨシキリは、今回とりまとめを行った 9 河川のすべての河川で、コヨシキリは 5 河川で

確認されました。オオヨシキリ、コヨシキリの繁殖期の確認個体数（1～2km ピッチ）と同スポ

ットの高茎草本群落（ヨシ群落、セイタカヨシ群落、ツルヨシ群落、オギ群落）の植生面積（1km

幅）の流程分布状況を次図（4-12 ページ）に示しました。オオヨシキリは、一般的に標高の低

いところに分布する水辺に近いヨシ群落を好み、また、連続しない小さく分断化されたヨシ群

落では生息確率が低いことが知られています注 2)。今回のとりまとめ対象河川において、オオヨ

シキリが多く確認されたスポットでは、ヨシ群落だけでなくオギ群落やツルヨシ群落などの高

茎草本群落の植生面積も広い傾向がみられました。オオヨシキリは、営巣は主にヨシ群落を利

用しますが、採餌などの普段の活動ではヨシ群落以外の環境も広く利用していることがわかり

ます。 

今回の調査でコヨシキリが確認された河川は、北海道地方、東北地方、中部地方の 5 河川で

したが、スポット毎の確認個体数はいずれも少数でした。 

１～５巡目調査全体での確認状況を比較すると、調査実施河川数に占める確認された河川数

の割合に大きな差はみられませんでした。オオヨシキリ、コヨシキリともに環境省のレッドリ

ストのカテゴリーは指定されていませんが、地方版レッドリストではオオヨシキリが 13 都道府

県、コヨシキリは 20 都道府県で絶滅危惧Ⅱ類や準絶滅危惧種に指定され注 3)、減少傾向が懸念

されています。ここでは調査方法が同じスポットセンサスの４巡目と５巡目の調査を対象に、

同じ河川における確認率（確認スポット数／調査スポット数）と個体数密度（総確認個体数／

調査スポット数）の変化について、ｔ検定により有意差の有無を検討しました（棄却域 0.05、

片側検定）。この結果、オオヨシキリ、コヨシキリともに確認率には有意差はありませんでした

が、個体数密度の減少には有意差がみられたことから、今後も注目していくことが必要です。 

 
注 1) 出典：原色日本野鳥生態図鑑<陸鳥編>．1995．保育社． 

注 2) 出典：永田尚志．2005．ヨシ原の分布とオオヨシキリの生息分布の予測．国環研ニュース,24（3）．

国立研究開発法人 国立環境研究所． 
注 3) 出典：日本のレッドデータ検索システム（http://jpnrdb.com/index.html） 
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コアジサシは赤道を越えてオーストラリアなどから渡ってくる夏鳥です。日本では本州以南 

(西)でみられ、海岸や大きな川の河口や中洲のような、砂や砂利の上に簡単な巣を作って 2～3 個

の卵を産みます。個体数が減少傾向にあるといわれ、環境省版レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類に

指定されています。コチドリは、主に夏鳥として飛来し、川の中流から下流の砂礫河原、海岸の

砂丘や埋立地などに営巣し、全国で繁殖します。イカルチドリは、日本では留鳥として本州以南 

(西) で繁殖します。主な生息場所は、コチドリよりも上流の河原で、氾濫原の礫の多いところで

営巣し、砂や土の多い埋立地では繁殖しません注 1)。 

 
 

 

 

 

コアジサシは、今回とりまとめを行った 9 河川のうち 4 河川で確認（4 巡目調査では同じ 9 河

川のうち 5 河川で確認）されました。コチドリは 9 河川すべて（4 巡目調査では同じ 9 河川のう

ち 8 河川）で、イカルチドリは 7 河川（4 巡目調査では同じ 9 河川のうち 6 河川）で確認されま

した。(資料掲載: 4-46～4-47 ページ) 

確認位置をみると、コアジサシは主に下流付近で確認されました。コチドリ、イカルチドリは

下流から上流まで広く確認されました。 

確認状況を比較すると、１～４巡目調査では調査実施河川数に占める確認された河川数の割合

では、コチドリ、イカルチドリで３巡目までは増加していましたが、イカルチドリは４巡目調査

から５巡目調査にかけてわずかに減少傾向となりました。絶滅危惧Ⅱ類のコアジサシについては

１巡目から４巡目調査にかけてわずかに減少傾向がみられたことから、ここでは調査方法が同じ

スポットセンサスの４巡目と５巡目の調査を対象に、同じ河川における確認率（確認スポット数

／調査スポット数）と個体数密度（総確認個体数／調査スポット数）の変化について、ｔ検定に

より有意差の有無を検討しました（棄却域 0.05、片側検定）。その結果、確認率、個体数密度とも

コアジサシ 

相模川(H31/4/26) 

イカルチドリ 

豊川(R1/6/18) 

コチドリ 

最上川(R1/6/7) 
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に有意な減少傾向がみられました。５巡目調査は始まったばかりで実施河川数がまだ少ないこと

もあり、今後も注視していく必要があります。 

 

 

 

注 1) 出典：川の生物図典,(1996)、財団法人リバーフロント整備センター,山海堂  
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2） 生物多様性の攪乱 

鳥類の場合、渡り鳥のように自ら大移動を行う種も多くいますが、アヒルなどのように家禽

として飼われていたものや、ガビチョウなどのようにペットとして飼われていたものが逃げ出

し、野生化して自然界へ広がっている例もみられます。このような国外外来種が生態的に優勢

な場合、在来の生物種が捕食されたり、餌や生息環境が競合したり、自然界では起こらない交

雑によって、地域で保有されていた固有な遺伝子の喪失をもたらしたりすることで、生態系へ

様々な影響を与えることが懸念されています。 

ここでは、河川水辺の国勢調査結果を用いて、特定外来生物の侵入・拡大状況の観点から、

特定外来生物に指定されているガビチョウ、ソウシチョウなどの確認状況について整理しまし

た。 

 

【生物多様性の攪乱：特定外来生物の確認状況】 (鳥類調査) 

・  国外外来種で特定外来生物に指定されているガビチョウを中部地方の狩野川で初めて確認 

国外外来種で特定外来生物に指定されているガビチョウ、カオグロガビチョウ、カオジロガ

ビチョウ、ソウシチョウについて確認状況を整理しました。 

今回とりまとめを行った 9 河川では、ガビチョウが関東地方の相模川で 4巡目に引き続き

確認され、中部地方の狩野川では河川水辺の国勢調査としては初めて確認されました。カオ

グロガビチョウ、カオジロガビチョウ、ソウシチョウは今回の調査では確認されませんでし

た。 

(資料掲載: 4-27～4-28 ページ、4-47～4-48 ページ)

 

特定外来生物に指定されており、また、生態系被害防止外来種リストにも選定されているガ

ビチョウ、カオジロガビチョウ、カオグロガビチョウ、ソウシチョウは、いずれも東アジア、

東南アジアを原産とする種ですが、主に鳴き声を楽しむためのペットとして輸入されていまし

た注 1)。また、ソウシチョウは、観賞用のほか伝統的な化粧品であるウグイスの糞の代用品とし

て飼育されていたこともあります。いずれも飼育個体の逃亡ないしは故意の放出が、野外への

定着の主因であるとされています。主に低地林に定住し、これらの種が優占しているところも

みられ、長期的には在来種への直接・間接の負の影響も懸念されています注 2)。 

今回とりまとめを行った 9 河川では、ガビチョウが関東地方の相模川で 4巡目に引き続き確

認され、中部地方の狩野川では河川水辺の国勢調査としては初めて確認されました。カオグロ

ガビチョウ、カオジロガビチョウ、ソウシチョウは今回の調査では確認されませんでした。 

確認状況を比較すると、ガビチョウ、カオジロガビチョウ、ソウシチョウは調査実施河川数

に占める確認された河川数の割合が１～５巡目調査で次第に高くなる傾向にありました。カオ

グロガビチョウは、これまで各巡目とも 1 河川から 2 河川で確認された程度でした。確認河川

数の比較的多いガビチョウとソウシチョウについて、ここでは調査方法が同じスポットセンサ

スの４巡目と５巡目の調査を対象に、同じ河川における確認率（確認スポット数／調査スポッ

ト数）と個体数密度（総確認個体数／調査スポット数）の変化について、ｔ検定により有意差

の有無を検討しました（棄却域 0.05、片側検定）。その結果、ガビチョウについては確認率、個

体数密度ともに有意な増加傾向が確認できました。このように、これら４種の確認状況の変化

は種によって様々ですが、５巡目調査は始まったばかりで実施河川数がまだ少ないこともあり、

今後もこれらの特定外来生物の確認状況を注視していく必要があります。 
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